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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
の
活

動
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
２
月
の
豪
雪
に
よ
り
、
農
業
用
施
設
・
農
作
物
等
に
大
変

大
き
な
被
害
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
衷
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
３
月
、
農
家
の
高
齢
化
や
担
い
手
の
不
足
・
遊
休
農
地
の

現
状
等
を
示
し
、
地
域
農
業
の
在
り
方
や
農
地
利
用
を
明
確
化
し
た
将
来

の
設
計
図
と
な
る
『
地
域
計
画
』
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
地
域
農

地
域
農
業
の

　
　
　
発
展
に
向
け
て

�

会
津
若
松
市
農
業
委
員
会
長
　
　

�

渡
部
政
美

未
来
を
切
り
拓
く

農
業
の
実
現
に
向
け
て

�

会
津
若
松
市
長
　
　
　
　
　
　
　

�

室
井
照
平

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
が
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
本
市
農
業
の
振
興
に
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
米
の
取
引
価
格
が
大
幅
に
上
昇
し
、
生
産

者
の
皆
様
の
営
農
活
動
へ
の
意
欲
の
向
上
が
期
待
さ
れ
た
一
方
で
、
農
業

資
材
の
価
格
高
騰
に
よ
る
生
産
費
の
増
加
、
猛
暑
や
少
雨
等
の
極
端
な
気

象
現
象
に
よ
る
生
育
不
良
、
そ
し
て
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
な
ど
、
地
域
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続

業
の
実
態
を
踏
ま
え
つ
つ
、
集
落
単
位
を
基
本
に
、
将
来
に
向
け
た
話
し

合
い
を
通
し
て
随
時
更
新
し
、完
成
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
農
業
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
農
政
部
と
連
携
し
集
落
の
話
し

合
い
等
に
積
極
的
に
参
画
し
な
が
ら
、
農
地
の
出
し
手
・
受
け
手
の
意
向

を
丁
寧
に
把
握
し
農
地
の
利
用
調
整
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
昨
年
来
よ
り
米
の
取
引
価
格
が
大
幅
に
上
昇
し
、
本
年
以
降

の
米
価
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
か
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
生
産
資
材
の
高
騰
や
人
件
費
の
上
昇
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
が
適
正

に
考
慮
さ
れ
、
生
産
意
欲
の
向
上
に
繋
が
る
仕
組
み
づ
く
り
と
、
国
民
理

解
の
醸
成
が
進
ま
な
け
れ
ば
安
定
的
な
農
業
経
営
は
望
め
ま
せ
ん
。
適
正

な
価
格
形
成
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
市
長
へ
改
善
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出

し
、
国
へ
の
要
請
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
結
び
に
、本
年
も
、農
業
の
発
展
・
農
村
地
域
の
活
性
化
に
向
け
、「
農

地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」
に
向
け
て
委
員
一
同
ま
い
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和
９
年
度
か
ら
水
田
政
策
を
抜

本
的
に
見
直
す
こ
と
を
表
明
す
る
な
ど
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
を
打
ち

出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
的
確
に

捉
え
、
本
市
産
農
産
物
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
支
援
を
は
じ
め
、
令
和
９

年
度
に
本
市
で
開
催
す
る「
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
」

等
を
活
用
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
、
環
境
保
全
型
農
業
の
促
進
な
ど
、
こ
れ
ま

で
の
取
組
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
者
の
皆
様
が
将
来
に
希
望
を
持
て
る
農
業
の
実
現
を
目
指
し
、
農

業
所
得
の
向
上
や
農
村
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
、
農
業
委
員
会
の
皆
様

と
よ
り
一
層
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
各
種
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新年新年のごあいさつのごあいさつ新年新年のごあいさつのごあいさつ
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【
意
見
の
概
要
】

Ⅰ
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の

　

集
積
・
集
約
化
に
つ
い
て

⑴
地
域
計
画
の
実
現
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ

①
地
域
計
画
の
丁
寧
な
周
知
に
努
め

る
こ
と

②
新
規
就
農
や
農
業
参
入
支
援
に
係

る
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

③
町
内
会
、農
事
組
合
、農
業
協
同
組

合
及
び
土
地
改
良
区
と
の
連
携
に

よ
る
推
進
体
制
の
構
築
す
る
こ
と

⑵
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進

　
提
出
書
類
の
簡
素
化
や
農
地
バ
ン

ク
手
数
料
負
担
の
軽
減
、
地
域
集
積

協
力
金
や
、
ほ
場
整
備
に
係
る
積
極

的
な
支
援
と
予
算
の
確
保
な
ど
を

国
・
県
に
要
請
す
る
こ
と

⑶
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

　
導
入
希
望
者
に
対
応
で
き
る
予
算

確
保
と
ス
マ
ー
ト
機
器
を
使
い
こ
な

せ
る
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築

す
る
こ
と

Ⅱ
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

　

解
消
に
つ
い
て

⑴
遊
休
農
地
解
消
施
策
の
充
実

①
大
豆
等
の
遊
休
農
地
で
も
栽
培
可

能
な
畑
作
物
の
取
組
な
ど
遊
休
農

地
の
有
効
活
用
を
図
る
こ
と

②
遊
休
農
地
の
解
消
す
る
た
め
活
用

し
や
す
い
制
度
の
構
築
を
県
に
要

請
す
る
こ
と

⑵
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
等

の
運
用
改
善

①
中
山
間
地
域
の
地
域
の
特
色
を
活

か
し
た
付
加
価
値
の
高
い
農
業
の

創
出
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能

の
維
持
・
継
続
、
多
面
的
機
能
の

発
揮
、
地
域
を
支
え
る
体
制
や
人

材
育
成
施
策
の
充
実
・
強
化

②
交
付
単
価
の
見
直
し
や
、
運
用
に

あ
た
っ
て
の
事
務
手
続
の
負
担
軽

減
な
ど
を
国
・
県
に
要
請
す
る
こ
と

③
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い
交
付
金

に
係
る
交
付
対
象
の
見
直
し
は
、

水
田
利
用
の
実
態
を
踏
ま
え
た
制

度
運
用
と
す
る
よ
う
国
に
要
請
す

る
こ
と

Ⅲ
新
規
参
入
の
促
進
に
つ
い
て

⑴
新
規
就
農
者
に
対
す
る
支
援

①
就
農
前
の
十
分
な
技
術
指
導
と
就

農
後
の
評
価
と
あ
わ
せ
て
、
販
売

先
の
確
保
等
に
関
す
る
経
営
指
導

や
研
修
を
行
う
こ
と

②
栽
培
技
術
を
習
得
で
き
る
よ
う
研

修
の
受
け
入
れ
先
を
確
保
す
る
こ

と
③
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事
業

や
法
人
化
、
規
模
拡
大
に
伴
う
機

械
・
設
備
等
の
導
入
及
び
、
人
材

の
育
成
や
労
働
力
の
確
保
に
係
る

十
分
な
予
算
を
確
保
す
る
よ
う
国

に
要
請
す
る
こ
と
行
う
拠
点
の
運

営
予
算
の
確
保

⑵
多
様
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成

①
中
小
規
模
の
経
営
体
や
半
農
半
Ｘ
、

デ
ュ
ア
ル
ラ
イ
フ（
二
地
域
居
住
・

二
拠
点
生
活
）
な
ど
、
多
様
な
形

で
の
担
い
手
を
確
保
・
育
成
す
る

と
と
も
に
、
制
度
資
金
や
支
援
制

度
の
創
設
・
拡
充
を
図
る
こ
と

②
生
活
支
援
機
能
の
拡
充
や
、
町
内

会
等
の
生
活
支
援
組
織
に
よ
る
農

用
地
の
保
全
等
、農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ（
地

域
運
営
組
織
）
の
形
成
を
推
進
す

る
事
業
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と

⑶
子
ど
も
た
ち
へ
の
食
農
教
育
の
推
進

　
市
内
の
児
童
・
生
徒
が
食
生
活
へ

の
関
心
を
高
め
、
そ
の
大
切
さ
を
認

識
し
、
食
を
支
え
る
農
業
の
役
割
に

つ
い
て
理
解
、
将
来
の
農
業
の
担
い

手
育
成
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、

食
と
農
業
体
験
が
一
体
と
な
っ
た
食

農
教
育
の
取
組
を
さ
ら
に
推
進
す
る

こ
とⅣ

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の

　

推
進
に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て

【
国
・
県
へ
の
要
請
事
項
】

⑴
農
産
物
の
適
正
な
価
格
形
成
の
仕

組
み
づ
く
り
と
国
民
理
解
の
醸
成

①
生
産
資
材
の
高
騰
や
人
件
費
の
上

昇
等
を
反
映
し
た
適
正
な
価
格
形

成
の
た
め
の
実
態
調
査
を
実
施
す

る
こ
と

②
農
業
の
生
産
原
価
の
見
え
る
化
、

適
正
な
価
格
形
成
に
向
け
て
、
農

業
者
の
経
営
管
理
・
分
析
の
取
組

の
支
援
・
推
進
と
と
も
に
、
消
費

者
が
国
産
農
畜
産
物
を
選
択
す
る

な
ど
の
行
動
変
容
を
促
す
働
き
か

け
と
な
る
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

⑵
農
家
所
得
に
つ
な
が
る
輸
出
拡
大

対
策

　
人
口
減
少
に
伴
う
国
内
市
場
の
縮

小
に
対
し
て
は
、農
家
所
得
を
向
上
・

確
保
す
る
た
め
、
海
外
需
要
の
掘
り

起
こ
し
や
国
内
生
産
基
盤
の
強
化
、

農
産
物
輸
出
拡
大
に
向
け
た
対
策
に

総
合
的
に
取
り
組
む
こ
と

⑶
農
業
資
材
等
の
高
騰
へ
の
支
援

世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
の
進
行
・
円
安

で
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
補
助
金
等
の
支
援

策
や
農
業
資
材
等
の
価
格
低
減
対
策

を
講
じ
る
こ
と

⑷
高
温
化
傾
向
へ
の
対
応

①
猛
暑
に
よ
る
農
作
物
の
品
質
低

下
・
生
産
コ
ス
ト
上
昇
な
ど
経
営

リ
ス
ク
の
多
様
化
か
ら
、
収
入
保

険
の
あ
り
方
な
ど
農
業
者
へ
の
支

援
策
を
検
討
す
る
こ
と

②
生
産
量
減
少
や
品
質
低
下
の
軽

減
、
暑
さ
に
強
い
品
種
の
研
究
や

開
発
に
有
効
な
施
設
・
設
備
等
の

経
費
を
支
援
す
る
こ
と

③
農
地
利
用
状
況
調
査
の
実
施
時
期

の
前
倒
し
や
延
長
な
ど
の
柔
軟
な

対
応

【
市
に
対
す
る
意
見
・
要
望
】

⑴
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
の
拡
充

　
イ
ノ
シ
シ
、
ク
マ
等
の
野
生
動
物

の
個
体
数
増
加
に
伴
い
、
電
気
柵
や

捕
獲
わ
な
の
設
置
等
、
捕
獲
に
要
す

る
経
費
へ
の
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と

⑵
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス

テ
ム
の
確
立

　
環
境
負
荷
の
小
さ
い
農
業
を
目
指

す「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

推
進
の
た
め
、
生
産
者
・
消
費
者
に

周
知
を
行
う
と
と
も
に
有
機
農
産
物

の
学
校
給
食
等
で
の
利
用
拡
大
、
市

内
の
大
型
ス
ー
パ
ー
や
小
売
店
等
で

の
取
扱
い
の
拡
大
、
販
売
促
進
を
図

る
等
、
具
体
的
な
取
組
を
推
進
す
る

こ
と

令
和
７
年
10
月
30
日
、
室
井
照
平
市
長
に

「
令
和
８
年
度 

農
地
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の

�

改
善
に
関
す
る
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

⑶
本
市
産
酒
造
好
適
米
の
生
産
振
興

①
本
市
産
清
酒
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

戦
略
と
し
て
、
本
市
産
酒
造
好
適

米
の
需
給
状
況
の
把
握
や
課
題
の

整
理
を
行
う
と
と
も
に
、
両
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
や
品
質
向
上
に
向
け

た
研
修
機
会
の
充
実
な
ど
生
産
拡

大
を
図
る
こ
と

②
米
の
価
格
高
騰
に
よ
る
酒
造
好
適

米
と
の
価
格
差
の
拡
大
、
酒
造
好

適
米
の
作
付
け
減
少
の
懸
念
か

ら
、
清
酒
の
生
産
と
品
質
の
維
持

を
確
保
す
る
た
め
の
支
援
策
を
検

討
す
る
こ
と

⑷
農
業
に
特
化
し
た
人
員
確
保
に
係

る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
検
討

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
減
少
に

伴
い
、
特
に
家
族
に
よ
る
農
業
経
営

の
慢
性
的
な
人
手
不
足
か
ら
農
作
業

に
特
化
し
た
人
員
確
保
に
係
る
サ
ポ

ー
ト
体
制
の
構
築
を
検
討
す
る
こ
と

⑸
農
業
者
支
援
を
目
的
と
し
た
職
員

副
業
制
度
の
導
入
検
討

　
市
職
員
の
農
業
・
農
政
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
一
時
的

な
労
働
力
不
足
の
緩
和
の
た
め
、
職

員
が
農
業
者
の
求
め
に
応
じ
、
副
業

と
し
て
農
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
農
業
経
営
者
の
需
要

の
把
握
と
導
入
に
向
け
た
調
査
・
研

究
を
行
う
こ
と

※
農
業
委
員
会
法
第
38
条
に
お
い
て
、
農

業
委
員
会
は
、
農
地
利
用
の
最
適
化
を

推
進
す
る
に
あ
た
り
、
広
く
農
業
者
か

ら
の
声
を
く
み
上
げ
、
行
政
施
策
の
改

善
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

関
係
行
政
機
関
に
改
善
の
た
め
の
具
体

的
な
意
見
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※提出した意見書は農業委員会
　ホームページからご覧になれます。
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●●●農業委員会活動報告●●●

　令和７年９月５日、利用集積推進部委員による農作物作柄等調査を行いました。
　新規就農者２名の現地調査においては、近隣の営農との調和に留意しながら農地の管理を行うようアドバイス
しました。
　特に住所地から離れた地区にある圃場の管理については、どうしても疎かになりがちなので、責任感を強く持

　令和７年11月６日、福島市パルセいいざかにおいて開催されました。席上、情報紙コンクールにおいて本市農
業委員会だより第69号が福島民友新聞社長賞を受賞しました。
　大会では、来賓祝辞に続いて、農水省OBで現一般財団法人食品産業センター理事長の荒川隆氏により、「食料
安全保障と農政改革」について講演がありました。

って日々の管理作業に努めることが重要です。新規参入法人につ
いても現地調査で聞き取りをした結果、就農前の想定以上に様々
な苦労があったにもかかわらず、社員で工夫しながらなんとか収
穫まで辿り着いたようでした。今後も各担当区域委員のより細や
かなサポートが必要だと思います。
　作柄等調査には県会津農林事務所の担当者にも同行いただき、
天候の推移や収穫適期などの情報を提供いただきました。田畑共
に猛暑による影響は避けられそうにないため、農作物の管理につ
いて臨機応変な対応や工夫が必要だと感じました。

　はじめに、食料・農業・農村基本法の改正で、食料安全保障の定義
付けと、供給事情だけでなく生産コストに見合った合理的な価格形成
が考慮されたこと。
　次に、現下の農政主要課題については、生産調整による価格維持政
策の限界、米価高騰をめぐる状況と大臣交換後の方針転換、トランプ
関税合意によるMA米の対応など、課題山積の現状が話されました。
　農業委員会の組織への期待としては、地域計画の推進と、農業者、
消費者双方から理解される活動が必要だと話されました。
　最後に報告事項の確認と申し合わせ（案）を決議してがんばろう三唱
の後、閉会しました。

　令和７年８月４日から９月１日にかけて、農業委員及び農地利用最適化推進委員によ
る農地利用状況調査を実施しました。
　この調査は、市域内の全ての農地を対象に、所有者に対して農地の有効利用を促すと
ともに、遊休農地の発生防止・解消を図ることを目的としています。
　今年も田畑を一筆ごとに調査・判定を行い、１号（雑草の繁茂の状態で再生利用が困
難な農地）、２号（農業上の利用の程度が周辺に比べて著しく劣っている農地で、その
一部を耕作し残地が遊休状態の農地）、再生利用が困難な農地に分類しました。
　調査の結果、田238筆、約21.8ha・畑180筆、約12.3ha、合計418筆、34.1haの遊
休農地を把握することができました。一部解消された農地もありますが、年々増加して
いる状況にあります。
　農業従事者の高齢化、担い手の確保など農業を取り巻く環境は厳しいものがあります
が、各委員や地域の皆様との連携により、遊休農地の解消に向け取り組んでまいります。

農地利用状況調査の実施について� 遊休農地対策部長　室野井　建一

農作物作柄等調査の実施� 利用集積推進部長　渡邉　直也

令和７年度　県下農業委員大会� 総務部長　渡部　政治
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　令和８年中に福島県最低賃金が改定され、この労働賃金標準額（通常
作業）が改定後の最低賃金を下回る場合には、当該最低賃金以上の額に
読み替えるようお願いいたします。
　また、作業料金は、区画面積が主に３０ａ以上の整理地を基準とした、
標準的な作業内容で積算しておりますので、下記の事項については当事
者間で協議の上、農作業労働賃金を設定して下さい。

・　ほ場条件等で特に勘案する必要がある（倒伏・軟弱田・休耕田・遊休農地等）
・　稲刈における、ほ場条件（良好、湿田等）
・　倒伏程度による倒伏田刈取の割増※

　　例：倒伏率100％……100％割増
　　　　倒伏率 50％…… 50％割増
　　　　倒伏率 30％…… 30％割増
※倒伏程度・ほ場条件ごとに作業時間の調査を行い、割増率を設定して
いますが、条件により作業時間も違いますので、刈り取り前に当事者
同士で現地を確認の上、割増率を設定するようにして下さい。

・　水分含量の多少により、籾乾燥時間に差が出る
・　畑耕起における浅深耕、低速耕、複数耕などの作業
・　燃料費等の経費において、著しい価格の変動がある
・　料金表に記載のない作業を行う　など

会津若松市農作業労働賃金標準額検討会議
（構成員）会津若松市・会津よつば農業協同組合・福島県会津農林事務所

農作業受託者・農作業委託者・会津若松市農業委員会

【問い合わせ先】会津若松市農業委員会
ＴＥＬ：0242−39−1351

　次頁の料金表は、農作業受委託の金額を決める目安となるよう「会津若松市
農作業労働賃金標準額検討会議」における協議を踏まえお示ししています。

令和８年　会津若松市農作業労働賃金標準額令和８年　会津若松市農作業労働賃金標準額
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令和８年　会津若松市農作業労働賃金標準額
� （単位：円）

作　業　名 単　位 賃　　　金 備　　　考
通 常 作 業 １日あたり 8,264 ◦１日の作業時間は８時間を基準

◦作業内容により別途協議
◦昼食は含まれていません果 樹 せ ん 定 １日あたり 10,264

※令和８年中に最低賃金が改定され、賃金標準額が最低賃金を下回る場合には、最低賃金以上の額に読み替えてください。

� （単位：円）

主
要
農
作
業
料
金

作　業　名 単　位 税抜標準額 税込標準額
（10％） 備　　　考

育　　　　苗 １　箱 700 770
肥料散布

通　　常 １０ａ 1,300 1,430 ◦１品目あたり

多　　量 １０ａ 1,500 1,650 ◦１品目あたり４袋以上

耕　　起
田 １０ａ 5,200 5,720 ◦１回あたり（プラウは２回）

◦耕起の際、委託者の希望がある場合は、当事者間で
協議して下さい

畑 １０ａ 6,200 6,820
プ ラ ウ １０ａ 7,700 8,470

代　　　　掻 １０ａ 6,100 6,710 ◦植代まで

田　　　　植 １０ａ 6,300 6,930
側条施肥田植 １０ａ 7,100 7,810

防　　除
粒　　剤 １０ａ 700 770

◦１回あたり液　　剤 １０ａ 1,100 1,210
ドローン １０ａ 1,300 1,430

稲　　　　刈 １０ａ 17,200 18,920
◦「稲ワラ結束」は2,530円加算（ひも代含む）
◦倒伏程度による刈取の割増については当事者間で
協議して下さい

乾　　　　燥 １０ａ 9,000 9,900 ◦水分含量過多の場合は当事者間で協議して下さい

調　整
色彩有 ３０㎏ 540 594 ◦小米含む

色彩無 ３０㎏ 270 297 ◦小米含む

堆 肥 散 布 １０ａ 4,900 5,390 ◦積込あり
◦10ａあたり1t

そ
の
他
の
作
業
料
金

苗 運 搬 １　箱 52 57
籾 運 搬 １０ａ 2,200 2,420
溝　　　　切 １０ａ 1,900 2,090 ◦乗用型の場合

◦10ａあたり縦２本、横２本
畦 畔 塗 り １　ｍ 52 57
畦 畔 草 刈 １時間 1,700 1,870
精　　　　米 ３０㎏ 430 473 ◦玄米の場合

籾 殻 処 理 ３０㎏ 52 57
荷造り（紙袋） ３０㎏ 52 57
わ ら 梱 包 １梱包 280 308 ◦ひも代含む、運搬代等は含みません

色 彩 選 別 ３０㎏ 540 594 ◦作業全てを委託する場合

・　区画面積が主に30a以上の整理地を基準としています。
・　主要農作業について未整理地の場合は、15％割増の料金とします。（育苗、乾燥、調製を除く）
・　種子・農薬・肥料等の資材代については、作業料金に含まれておりません。
・　ほ場条件等で特に勘案する必要があるとき（倒伏・軟弱田・休耕田・遊休農地等）や燃料費等の著しい変動などがあったとき、
上記に記載のない農作業を行うときや作業を追加で行うときなどは、当事者間で協議のうえ、作業料金を設定してください。
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※１　データ数は、集計に用いた筆数です。
※２　平均額は、算出結果の100円未満を切捨てています。
※３　著しく高額および低額な賃借料は除いています。
※４　データ件数が少ない地区では、賃借料が高くなる場合があります。
※５　整備済・未整備の区別はありません。

会津若松市農地賃借料情報
� 令和８年１月１日　
　令和６年11月から令和７年10月までの１年間で農業委員会をとおして締結 (許可・公告)された10ａ
当たりの賃借料の集計結果は、下表のとおりです（農産物の販売価格は加味していません）。
　この情報を参考に、米価の動向や生産費の推移、水利費の負担および土質や農地の形状などを考慮し、
貸し手と借り手の話し合いにより、令和８年の賃借料を決めて下さい。
　なお、契約の期間内においても、米価や生産費の変動を踏まえ、貸し手と借り手の話し合いにより賃借
料を変更することは可能です。

１　田の部 � （10ａ当たり）

２　畑の部 � （10ａ当たり）

締結（公告）された地域名 最低額 平均額 最高額 データ数

Ａ地区

旧市・町北町・高野町・神指町・真宮新町
一箕町（Ｃ地区以外の区域）
門田町（Ｄ地区以外の区域）
東山町（Ｄ地区以外の区域）
北会津町（B地区以外の区域）
河東町
田中原・塩新・六丁・浅野・藤倉・倉道・槻ノ木
難波・塩庭・熊野堂・大和田・岡田・福島
西屋敷・大曲・代田・大坪・北畑・高畑・京手
郡山・本宮・金道・新屋敷の区域

５，０００円 １６，２００円 ２７，０００円 ２，５４５件

Ｂ地区

大戸町（石村・下雨屋・宮内・上雨屋・南原・香塩の区域）
北会津町（上川崎、村東、下川原の区域）
河東町
駒板・界野・北山・長言寺・中道・小峰下・横堀
南高野･原田・長谷地・東高野・藤倉新田
冬木沢・茶臼森・北高野・柏原の区域

８，０００円 １２，０００円 ２０，０００円 ２９８件

Ｃ地区

一箕町（金堀・石畑の区域）
湊町（笹山原及び山沿いを除く）
大戸町（大豆田の区域）
河東町
小松原・大作・大作堰上・蜂山・蜂山道下
火明シ・箕輪・上箕輪の区域

４，０００円 １２，０００円 １７，０００円 ２，２９３件

Ｄ地区

門田町（沢の区域）
東山町（大字湯川の区域）
湊町（Ｃ地区以外の区域）
大戸町（Ｂ・Ｃ地区以外の区域）
河東町（八田の区域）

４，６５５円 ６，９００円 ８，０００円 ２９０件

締結（公告）された地域名 最低額 平均額 最高額 データ数
Ａ地区 田の部Ａ地区に同じ ４，１００円 ６，３００円 １０，０００円 ３３件

Ｂ地区
田の部Ｂ地区に同じ データなしのため非公表

(参考）令和７年Ｂ地区賃借料 ３，０００円 ３，１００円 ４，４４４円 8件
Ｃ地区 田の部Ｃ地区に同じ ２，９９８円 ５，４００円 ６，０００円 １３件
Ｄ地区 田の部Ｄ地区に同じ ９１４円 １，０００円 １，０７０円 ５件
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未来の農業を担う

＼＼声の広場／／

ぼくの目、わたしの目
農
業
体
験
か
ら
　

　
　
学
ん
だ
こ
と

楽
し
か
っ
た
　
　

　
　
田
ん
ぼ
学
習

　
ぼ
く
は
、
今
ま
で
に
農
業
に
つ
い

て
学
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
考
え

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
永
和
小
学
校
で
は
、
毎
年
田
植
え

と
稲
刈
り
を
し
ま
す
。
大
竹
重
勝
さ

ん
に
田
ん
ぼ
を
借
り
体
験
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
弓
田
建
設

さ
ん
が
行
っ
て
い
る
夢
農
園
で
は
、

玉
ね
ぎ
や
さ
つ
ま
い
も
を
植
え
さ
せ

て
も
ら
っ
た
り
収
か
く
さ
せ
て
も
ら

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
学

校
の
授
業
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

農
業
体
験
は
わ
ず
か
で
す
。
米
農
家

さ
ん
や
夢
農
園
で
働
い
て
い
る
皆
さ

ん
は
、
収
か
く
ま
で
の
世
話
を
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
、
感
謝
を
し

て
い
ま
す
。
農
業
に
は
メ
リ
ッ
ト
も

　
わ
た
し
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
、
田
ん
ぼ
に
つ
い
て
学
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
心
に
残
っ
た

こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
田
植
え
と
稲
か
り
が

と
て
も
楽
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
苗
の
観
察
か
ら
始
ま
り
、
い
ざ

田
植
え
を
す
る
時
に
、
田
ん
ぼ
の
中

に
入
る
の
が
ぬ
る
ぬ
る
し
て
い
や
だ

っ
た
け
れ
ど
、
入
っ
て
み
た
ら
だ
ん

だ
ん
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
田
植
え

が
終
わ
っ
た
あ
と
は
、
毎
月
観
察
に

行
き
ま
し
た
。
十
月
に
は
、
稲
か
り

も
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
心
に
残
っ
た
こ
と
の
二
つ
目
は
、

稲
を
育
て
る
大
変
さ
で
す
。
田
植
え

を
す
る
前
に
、
本
な
ど
で
少
し
調
べ

永和小６年生

古
ふる

川
かわ

　瞬
しゅんや

哉さん

河東学園５年生

後
ご

藤
とう

つむぎさん

あ
る
し
、デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

一
つ
で
も
ミ
ス
し
た
ら
収
か
く
で
き

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
に
、
そ

れ
で
も
作
り
続
け
る
農
業
の
皆
さ
ん

は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

　
世
界
中
で
食
べ
物
が
な
く
て
死
ん

で
し
ま
う
人
は
六
億
人
も
い
る
そ
う

で
す
。
食
べ
物
を
大
切
に
こ
れ
か
ら

も
生
活
し
、
農
業
に
つ
い
て
も
学
ん

で
い
き
た
い
で
す
。
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農
業
体
験
で
　
　

　
　
学
ん
だ
こ
と

　
僕
は
、
一
日
体
験
で
農
業
を
体
験

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
体
験
や
お
話

を
聞
い
て
分
か
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ

り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン

バ
イ
ン
の
運
転
の
仕
方
で
す
。
湊
町

の
原
地
区
に
あ
る
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
ト
ラ
ク
タ

ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
に
乗
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ

ン
に
は
、
ボ
タ
ン
や
モ
ニ
タ
ー
な
ど

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
運
転
は
と
て
も

難
し
そ
う
で
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
農
業
の
楽
し
さ
な
ど

に
つ
い
て
で
す
。
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

の
方
が
農
業
を
し
て
い
て
楽
し
い
と

思
う
と
き
は
、
作
物
を
収
穫
す
る
と

湊学園７年生

渡
わた

部
なべ

　悠
ゆう

希
き

さん

て
い
ま
し
た
が
、
予
想
を
こ
え
ま
し

た
。
農
家
の
方
は
こ
ん
な
に
大
変
な

作
業
を
し
て
い
る
の
が
す
ご
い
で

す
。
実
際
に
体
験
し
て
み
て
、
お
米

の
あ
り
が
た
み
が
わ
か
り
ま
し
た
。

農
家
の
方
の
お
か
げ
で
お
米
が
食
べ

ら
れ
る
の
だ
と
わ
か
っ
た
の
で
、
こ

れ
か
ら
は
大
切
に
味
わ
っ
て
食
べ
よ

う
と
思
い
ま
す
。

き
だ
そ
う
で
す
。
毎
年
、
気
候
に
よ

っ
て
実
り
方
が
違
う
の
で
い
ろ
い
ろ

な
実
が
な
っ
て
楽
し
い
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
農
業
を
し
て
い
て
大
変
だ

と
思
う
と
き
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け

て
の
時
期
の
仕
事
量
の
多
さ
だ
そ
う

で
す
。
苗
の
準
備
、田
植
え
、収
穫
、

出
荷
な
ど
た
く
さ
ん
の
仕
事
が
あ
り

大
変
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
の
一
日
体
験
を
通
し
て
、
農
業

に
つ
い
て
他
に
も
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【農業体験を応援します】【農業体験を応援します】

　農業委員会では、学校の総合学習の一環と
して実施される野菜作りや田植えなどの農業
体験への協力・指導等も行っています。
　お気軽にご相談ください。
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農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します！
区　分 農業委員 農地利用最適化推進委員

主な業務

⑴　農業委員会としての意思決定等への参画
⑵　農地法等に基づく許可等の審議
⑶　上記⑵に係る現地調査
⑷　農地等の利用の最適化を推進するための
業務

⑸　農業者の相談業務等
⑹　総会等各種会議への出席

⑴　担い手への農地利用の集積・集約化
⑵　遊休農地の発生防止及び解消
⑶　新規参入の促進
⑷　上記⑴～⑶に係る担当区域における協議
の場への参画

⑸　農業者の相談業務等
⑹　総会等各種会議への出席

資格・要件

農業に関する識見を有し、農地等の利用の最
適化の推進に関する事項その他農業委員会の
所掌に属する事項に関し、その職務を適切に
行うことができる者で、次のいずれにも該当
しない者。

農地等の利用の最適化の推進に熱意と識見を
有し、その職務を適切に行うことができる者
で、次のいずれにも該当しない者。

⑴　破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者
⑵　拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなる
までの者

⑶　地方公務員法第３条第２項に規定する一般職の職員及び国家公務員法第２条に規定する国
家公務員（任期の定めのない職員に限る）

⑷　会津若松市暴力団排除条例第２条に規定する暴力団、暴力団員及び暴力団員等又はこれら
と密接な関係を有する者

募集人数 19名 18名　※第１〜第６区域ごとに定員有

任　　期 令和８年７月20日～
令和11年７月19日まで

令和８年８月１日（予定）～
令和11年７月19日まで

身　　分 会津若松市の特別職の非常勤職員

報　　酬

会　長：４９，５００円（月額）
委　員：３５，５００円（月額） ３５，５００円（月額）

 その他、会津若松市特別職の非常勤職員の報酬等に関する条例に基づき、会議の出席等に応
じて費用を弁償します。

【提出書類の配布場所等（応募用紙等）】
・　会津若松市農業委員会事務局（会津若松市役所本庁舎５階）
・　北会津支所及び河東支所、湊・大戸・北・南・一箕及び東市民センター
※　市ホームページからダウンロードすることもできます。

【募集期間及び応募方法】
令和８年２月２日（月）から３月３日（火）まで〈必着〉

⑴　持参する場合は、会津若松市役所開庁時間内（平日の午前８時30分から午後５時15分まで）に提出
してください。

⑵　郵送する場合は、簡易書留にて郵送してください。
⑶　自ら応募する場合のみウェブサイトからの申込みもできます。

詳しくは会津若松市農業委員会事務局まで
お問い合わせください。

認定農業者や女性、
若い方の積極的な
推薦・応募を
お待ちしています
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●
●
●
新
規
就
農
者
と
の
対
談
●
●
●

　
今
回
、
渡
部
政
美
会
長
と
対

談
い
た
だ
い
た
の
は
、
湊
町
原

地
区
で
ニ
ン
ジ
ン
や
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
育
て
て
い
る
佐
藤
大
輔

さ
ん
で
す
。

　
公
務
員
、
銀
行
員
か
ら
農
業

に
行
き
つ
い
た
経
緯
、
現
在
の

心
境
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

し
た
。

︱
公
務
員
か
ら
銀
行
員
を
経
て
農

業
と
い
う
経
歴
で
す
が
、
農
業
を

は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
銀
行
に
勤
め
て
い
た
際
に
、
取

引
先
の
社
長
と
個
人
的
に
仲
良
く

な
り
、
私
も
社
長
も
農
業
に
興
味

が
あ
っ
た
こ
と
で
、
一
緒
に
農
業

を
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
独

立
し
、
今
は
個
人
で
農
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

︱
佐
藤
さ
ん
も
、
農
業
に
興
味
が

あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
移
住
し
て
農

業
を
始
め
る
の
は
、
か
な
り
思
い

切
っ
た
の
で
は
？

　
き
っ
か
け
は
、
妻
が
米
農
家
の

長
女
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

現
在
は
、
妻
の
実
家
が
あ
る
猪
苗

代
町
で
、一
緒
に
住
ん
で
い
ま
す
。

妻
が
長
距
離
通
勤
で
子
ど
も
が
寝

て
い
る
う
ち
に
出
勤
す
る
の
で
、

小
学
校
の
送
り
迎
え
は
自
分
が
担

当
し
て
い
ま
す
。
急
な
お
迎
え
と

か
が
あ
る
と
中
々
大
変
で
す
。

︱
猪
苗
代
町
か
ら
湊
町
ま
で
通
う

に
は
、
距
離
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　
車
で
30
分
程
度
か
か
り
ま
す
。

作
業
所
代
わ
り
に
、
農
地
か
ら
近

く
、
小
屋
も
あ
る
古
民
家
を
購
入

し
ま
し
た
。

︱
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の
農
作
物

は
、
最
初
に
ど
う
や
っ
て
決
め
ま

し
た
か
？

　
私
と
社
長
で
、
湊
町
で
向
い
て

い
る
農
作
物
を
考
え
た
結
果
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
に
し
ま
し
た
。
今
で

も
夏
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
作
っ
て

い
ま
す
が
、
ニ
ン
ジ
ン
を
メ
イ
ン

に
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

︱
状
況
は
ど
う
で
す
か
、
カ
ラ
ス

と
か
イ
ノ
シ
シ
等
を
防
ぐ
た
め
に

電
気
柵
等
の
対
策
は
？

　
カ
ラ
ス
、
イ
ノ
シ
シ
よ
り
も
今

困
っ
て
い
る
の
は
シ
カ
と
ア
ナ
グ

マ
で
す
ね
。
シ
カ
の
対
策
で
、
山

際
は
集
落
で
電
気
柵
を
張
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分

な
の
で
自
分
で
独
自
に
対
策
し
て

い
ま
す
。
対
策
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
無
事
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
大
変

で
す
ね
。
湊
町
全
体
で
大
豆
も
作

っ
て
ま
す
が
、
や
は
り
新
芽
は
食

べ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

︱
ニ
ン
ジ
ン
の
作
付
面
積
を
増
や

し
た
り
等
は
考
え
て
い
ま
す
か
？

　
去
年
頃
か
ら
増
や
し
て
２
ha
程

度
に
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
作
付

し
て
い
る
の
は
1.5 

ha
ほ
ど
で
す
。

残
り
の
農
地
は
シ
カ
の
被
害
が
酷

く
て
、
今
は
管
理
だ
け
に
し
て
い

ま
す
。

︱
現
在
は
一
人
で
や
っ
て
い
ま
す

か
？

　
現
在
は
一
人
で
全
て
の
作
業
を

し
て
い
ま
す
。
た
ま
に
雑
草
抜
き

と
か
は
近
所
の
方
に
お
願
い
も
し

て
い
ま
す
が
、基
本
は
一
人
で
す
。

あ
と
は
機
械
で
ニ
ン
ジ
ン
洗
っ
た

り
選
別
も
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

︱
収
穫
の
時
期
だ
け
、
誰
か
に
手

伝
い
を
も
ら
う
と
か
は
？

　
そ
れ
も
考
え
ま
し
た
が
、
就
農

し
て
４
年
目
、
ニ
ン
ジ
ン
は
作
付

は
３
回
目
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
３

年
前
か
ら
の
猛
暑
で
、
ニ
ン
ジ
ン

が
全
然
生
え
な
く
て
。
人
を
雇
っ

て
作
業
す
る
つ
も
り
が
雇
う
ほ
ど

の
ニ
ン
ジ
ン
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
８
ha
で
50
万
本
植
え
て
、
商

品
に
な
っ
た
の
は
５
万
本
く
ら
い

で
す
。

︱
何
か
高
温
化
へ
の
対
策
は
？

　
農
林
事
務
所
の
方
に
手
伝
っ
て

も
ら
い
実
証
実
験
を
し
た
ん
で
す
。

ち
ょ
っ
と
高
い
資
材
、
ゲ
ル
材
の

よ
う
な
畑
に
使
う
も
の
で
、
水
分

を
補
給
で
き
る
も
の
を
い
れ
て
み

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
効
果
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

︱
高
温
化
対
策
は
正
直
、
や
っ
て

み
て
も
効
果
が
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
は
多
い
で
す
。
た
だ
、
現
状

の
技
術
を
使
い
、
植
え
た
本
数
分

が
収
穫
で
き
た
ら
全
然
変
わ
っ
て

く
る
は
ず
で
す
。

　
そ
う
で
す
ね
。
な
の
で
、
ま
ず

は
栽
培
技
術
を
確
立
し
て
い
き
た

い
で
す
。農
地
は
十
分
あ
る
の
で
、

あ
と
は
ニ
ン
ジ
ン
の
収
穫
量
が
上

が
れ
ば
良
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

︱
受
け
入
れ
て
く
れ
た
地
元
と
の

交
流
は
ど
う
で
す
か
。

　
廃
校
を
使
っ
た
カ
フ
ェ
が
あ
り
、

そ
こ
で
仕
事
を
手
伝
い
な
が
ら
直

接
販
売
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
農

業
委
員
さ
ん
に
は
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
会
津
に
来
た
時
、「
会

津
の
三
泣
き
」
の
話
を
聞
き
、
自

分
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
か
不
安

で
し
た
が
、
地
域
の
方
々
に
は
、

と
て
も
歓
迎
さ
れ
た
雰
囲
気
で
受

け
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
地
域

の
方
々
が
す
ご
く
や
さ
し
く
て
、

農
地
を
貸
し
て
く
れ
る
人
も
紹
介

し
て
頂
き
ま
し
た
。

︱
佐
藤
さ
ん
が
地
域
と
関
わ
り
を

持
っ
て
距
離
を
縮
め
て
い
っ
た
か

ら
で
あ
っ
て
、
人
付
き
合
い
を
大

事
に
し
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

地
元
の
農
業
委
員
に
何
で
も
相
談

し
て
も
ら
え
ば
、
ど
ん
ど
ん
地
域

と
繋
が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　
そ
う
で
す
ね
、
地
元
の
み
な
さ

ん
に
は
、
自
分
が
こ
こ
に
来
た
時

に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
当
に
身
体
が
大
事
な
の
で
。

子
育
て
期
間
、
あ
と
何
年
か
は
大

変
だ
と
思
う
け
ど
、
農
業
委
員
会

で
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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農地を相続したら
相続登記の申請が必要です
　令和６年４月１日より、相続登記
の申請が義務化されています。
　農地の所有者が亡くなられた際
に、相続登記をせずに年月が経過し
てしまうと「所有者不明農地」とな
り、売買・貸借の手続きができず遊
休農地となる可能性があります。
　農地を守るためにも、相続をした
ら必ず相続登記を行い
ましょう。
　詳しくは法務省のホ
ームページをご覧くだ
さい。

全国農業新聞を
読んでみませんか？
　農業委員会のネットワーク機構で
ある全国農業会議所が、農業者の視
点に立ってお届けする週刊誌です。
　お申し込みはお近くの農業委員・
農地利用最適化推進委員または農業
委員会事務局まで。
◎発行日：毎週金曜日
◎購読料：月額７００円

農業者年金で
安心・豊かな老後を
◎こんな方が加入できます
①国民年金第１号被保険者
②年間６０日以上農業に従事
③２０歳以上６０歳未満の方（６５歳
未満の国民年金任意加入者も加
入可）

　詳しくは、お近くの農業委員・農
地利用最適化推進委員または農業委
員会事務局まで。

（法務省ＨＰ） （全国農業
新聞ＨＰ）（農業者年金

基金ＨＰ　）

農地の貸し借りの手続きについて
農地の貸し借りをする、貸し借りしている農地を更新をする際には、以下の手続きが必要です。

農地中間管理機構（農地バンク）による
貸し借り

農地法第３条の許可による貸し借り

窓口：農政部農政課（TEL：39−1253） 窓口：農業委員会事務局（TEL：39−1351）
　貸し手の農地を借り手が農地バンク経由で借り受け
る貸借方法です。
・契約期間　原則10年以上
・貸し手は、農地バンクに貸付けた農地について、税
制措置が受けられる場合があります。

・借り手は、賃借料の支払いが農地バンクで一本化で
きます。

※毎年、所定の手数料がかかります。

　貸し手と借り手が直接結ぶ、貸借方法です。
・賃借料や契約期間をお互いの話し合いによって決め
ることができます。

【許可の要件】
・農地を効率的に利用して耕作を行うこと
・必要な農作業に常時従事すること
・周辺の農地利用に支障がないこと
※申請の際に、不動産登記簿の全部事項証明書（原本）
の提出が必要です。

　新年あけましておめでとうございます。昨年は記録的な猛暑が猛
威を振るい、生産者にとって恵まれた気候とは言えず、また、消費
者にとっては米や野菜の価格高騰が家計に影響を及ぼす、農業を取
り巻く環境が目まぐるしく変化した１年だったかと思われます。
　そんな中、会津の農業を守り次代へ繋ぐため、会津若松市農業委
員会は今後も皆様にとって有益な情報を発信して参りますので、本
年もよろしくお願いします。

農業委員会広報部
　部　長　 二　瓶　正　貴　　　副部長　 髙　橋　一　美
　部　員　 大　島　光　信　　　部　員　 齋　藤　俊　紀
　部　員　 春日部　一　視　　　部　員　 田　代　新　一

編集・発行
会津若松市農業委員会

東栄町３-46　市役所本庁舎５階
TEL：0242-39-1351　FAX：0242-39-1482

(農業委員会)

編 集 後 記 � 広報部長　二瓶　正貴 会津若松市農業委員会だより69号が
第42回農業委員会情報紙コンクールで

福島民友新聞社長賞を
� 受賞しました！


